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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 稲発酵粗飼料の調製条件及び官能評価により、流通・給与時に簡易に品質が判定できる簡易評価
法を開発した（表1）。 

(1) 調製条件については生育ステージが可消化養分総量（TDN）と、水分含量がサイレージの評価基
準であるV-SCOREとそれぞれ関連が強かった（表2、3）。また、被雨により品質は低下する傾向
にあった。

(2) 官能評価による項目では、臭気、発カビ、色が飼料品質に影響を及ぼした。

(3) 簡易品質評価表は､調製条件について､品質と関連が強い「生育ステージ」及び「水分含量」をそ
れぞれ50点、40点とし、「被雨程度」を10点とする加算法、官能評価については、「臭気」、「発カ
ビ」及び「色」をそれぞれ-10点とする減点法とし、総合評価として A（80点以上）、B（60点以上～
80点未満）、C（60点未満）の3つに区分した。

(4) 総合評価Aは良質な飼料と判定する。なお、Bは一部低質、Cは低質な飼料と判定する。

２期待される効果

 稲発酵粗飼料の流通・給与時の簡易品質判定が可能であり、作付及び流通等の促進が期待され
る。 

３適用範囲

 県内全域

４普及上の留意点

(1) 水分の測定については、電子レンジを用いた簡易測定で対応可能である。 

(2) サイレージの評価であるので､全く発酵していないもの、カビの発生が著しいもの､腐敗しているよ
うな飼料と認められないものは評価の対象としない。

   

Ⅱ 具体的データ等
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